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６．成果の要約 

 汎用野菜移植機ＰＨ１，Ａ（㈱ヤンマー製）の設定変更及び改良を行い、「越津」の定植実証

を行った結果、長さ35cmの苗を深さ15cmで１株２本ずつ垂直に植えることができた。株間15cm

で定植すると、連続した欠株が発生しやすいが、収量性は優れ、株間20cmで定植すると、連続した

欠株は発生しにくいが、収量性がやや劣ることが明らかとなった。 

 

７．目 的 

「越津」の定植は７～８月に手作業で行われており、作業者への身体的な負担が大きく、作付面積

減少の要因となっている。平成３０年度に汎用野菜移植機ＰＨ１，Ａ（㈱ヤンマー製）の株間、開孔

器、タイヤ等を改良し、「越津」の定植に使用できる感触を得た。現地の作業体系に組み込むため、メ

ーカーと協力して改良を進め、慣行栽培との比較実証を行う。 

 

８．主要成果の概要及び考察 

（１）汎用野菜移植機ＰＨ１，Ａ（㈱ヤンマー製）の定植条件を慣行の平床挿し苗定植の条件（平

床に条間１m、株間 15cm、深さ 15cm で、長さ 35～40cm に葉切りした苗を１株２～３本ずつ垂直に挿

す）に近付けるため、株間、開孔器、ターンバックル、苗入れカップ、シャッター及び覆土輪

の設定変更及び改良を行った。 

（２）長さ 35cm の苗を株間 15cm で定植実証したところ、１株定植に失敗すると３株以上連続し

て欠株が発生した。株間 20cm では連続した欠株は発生しなかったことから、本実証機で 35cm の苗を

定植するためには株間を 15cm より大きくする必要があることが明らかとなった。 

（３）長さ 35cm の苗を機械定植した場合、株間 20cm より 15 ㎝の方が収量が多かった。 

（４）長さ 35cm の苗を、対照のネギロケットで定植した場合も、株間 20cm より 15 ㎝の方

が収量が多かった。株間 18 ㎝の収量は、15 ㎝とほぼ同等であった。したがって、収量を高

めるためには、株間は 18cm より短い方が適することがわかった。 

（５）長さ 25 ㎝の苗（葉の分岐部直上で葉切り）を定植した区では、初期から生育が劣り、

分けつが少なく、収量が少なかった。「越津」を順調に生長させるためには、苗の長さは 25cm

では短すぎることがわかった。 

 

９．問題点と次年度の計画 

（１）今年度の実証では、移植機の設定変更が主となり、経営評価まで実施できなかった。 

（２）次年度は、株間と苗の長さの条件を検討し、移植機の更なる改良により、実証規模を拡大し、

慣行栽培との比較検証を実施する計画である。 

 

 

 

 

 

 



１０．主なデータ 

 表１ 実証区の株間と苗長さ（調製後） 

区名 株間 

(cm) 

苗全長 

(cm) 

面積 

(㎡) 

展示１区 15 35 ２ 

展示２区 20 35 ３ 

対照１区 15 35 ２ 

対照２区 15 25 ２ 

対照３区 18 35 ５ 

対照４区 20 35 ３ 

 

表２ 収量調査結果 

区名 全長 葉鞘長 本数（細 1）） 分け

つ数 

葉鞘径 調製重 単収 

（cm） （cm） （本/m） （㎜） （g/本） （t/10a） 

展示１区 89 31 26 (2)  1.9 18   132    3.4 

展示２区   99 31 18 (0)  2.0 21   166    3.0 

対照１区 108 34 34 (0)  1.7 20   154    5.2 

対照２区 92 30 22 (0)  1.1 17   101    2.2 

対照３区  105 34 33 (0)  2.1   19   155    5.1 

対照４区  100 30 31 (0)  2.2   20   147    4.6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     図１ 実証に使用した移植機          図２ 植付深さ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 収穫物（機械定植、株間 15cm）   図４ 収穫物（機械定植、株間 20cm） 


